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第３章 第１期計画の取り組み

第１節 第１期計画の取り組み結果

１ 空家等対策の窓口

本町では、近隣住民から、適正に管理されていない空家等の相談を受けており、所

有者等に対して空家等を管理するように通知しています。

・平成２９年度から令和５年度までの７年間の実績

（令和３年度～令和５年度の実績を追加）

内容

年度

所有者等住所 空家等の相談内容 所有者の対応状況

平成２９年度

町内 ９人

町外 １３人

計 ２２人

草木の繁茂 ２１件

建屋の不具合 １件

対応済 ９件

(内訳 町内 3、町外 6)

一部対応済 ５件

(内訳 町内 3、町外 2)

未対応 ８件

平成３０年度

町内 ６人

町外 ９人

計 １５人

草木の繁茂 １１件

建屋の不具合 １件

付属屋の不具合 ３件

対応済 ７件

(内訳 町内 2、町外 5)

一部対応済 ５件

(内訳 町内 2、町外 3)

未対応 ３件

令和 元 年度

町内 １３人

町外 １６人

計 ２９人

草木の繁茂 ２４件

建屋の不具合 ５件

対応済 １４件

(内訳 町内 4、町外 10)

一部対応済 ３件

(内訳 町内 3、町外 0)
未対応 １２件

令和 ２ 年度

町内 １６人

町外 ２７人

計 ４３人

草木の繁茂 ３６件

建屋の不具合 ７件

対応済 ２０件

(内訳 町内 4、町外 16)

一部対応済 ６件

(内訳 町内 2、町外 4)

未対応 １７件

令和 ３ 年度

町内 １３人

町外 １６人

計 ２９人

草木の繁茂 ２７件

建屋の不具合 ２件

対応済 １０件

(内訳 町内 5、町外 5)
一部対応済 ２件

(内訳 町内 1、町外 1)
未対応 １７件



8

令和 ４ 年度

町内 １０人

町外 １１人

計 ２１人

草木の繁茂 １９件

建屋の不具合 ２件

対応済 １０件

(内訳 町内 5、町外 5)
一部対応済 １件

(内訳 町内 0、町外 1)
未対応 １０件

令和 ５ 年度

町内 ２４人

町外 ２４人

計 ４８人

草木の繁茂 ４１件

建屋の不具合 ５件

塀の傾き １件

害虫駆除 １件

対応済 １６件

(内訳 町内 5、町外 11)
一部対応済 ０件

(内訳 町内 0、町外 0)
未対応 ３２件

合 計

町内 ９１人

町外１１６人

計 ２０７人

草木の繁茂 １７９件

建屋の不具合 ２３件

付属屋の不具合 ３件

塀の傾き １件

害虫駆除 １件

対応済 ８６件

(内訳町内 28、町外 58)

一部対応済 ２２件

(内訳町内 11、町外 11)

未対応 ９９件
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２ 特定空家の除却

そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態の空家等に

ついて、大泉町空家等対策協議会にて特定空家に認定し、除却を行いました。

・実 施 件 数 １件

・実 施 場 所 仙石地内

・特定空家認定日 平成２９年５月２２日

・実 施 方 法 行政代執行

・実 施 日 平成３０年２月１３日

３ 大泉町老朽危険空家除却支援事業

老朽化により倒壊等のおそれのある空家の除却を促進するため大泉町老朽危険空

家除却支援事業を創設しました。

・施 行 日 平成２９年８月２９日

・実績 令和２年度 １件

令和３年度 ２件

令和４年度 ２件

令和５年度 １件

（令和３年度～令和５年度の実績を追加）

４ 公益社団法人大泉町シルバー人材センターと「空家等の適正な管理の推進に関す

る協定」の締結

上記シルバー人材センターと連携・協力し、町内の空家等の管理の適正化を推進す

るため締結しました。

・締 結 日 平成３０年１月１７日

・協定内容 空家等の所有者等から管理業務の相談を受けた場合は、

（公社）大泉町シルバー人材センターの業務を紹介する。

町広報紙、町のホームページその他の方法により、次の

（公社）大泉町シルバー人材センターが行う業務を PRする。
① 空家等の状況の目視確認

② 空家等の除草、樹木の伐採・剪定（施工高さ制限あり）

③ その他、所有者等の要望による一般作業、一般管理
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５ 空家の実態把握

本町では、空家等の現状を把握するため、外観目視による件数調査及び空家の利活

用の一助となる、空家のランク付けを行いました。

・実施期間：令和６年５月から令和６年６月（再調査）

・調査件数：５５４件（賃貸用共同住宅、社員寮等除く一戸建て住宅のみ）

・空家の現状

６ 専門団体との連携による空家相談会を実施

空家等の所有者等に対して、専門的な知見から空家等の問題解決や有効活用などを

助言しました。（令和５年度の実績追加）

・開 催 日 令和元年１１月３日（環境フェアーに合わせて実施）

・協力団体 一般社団法人群馬県宅地建物取引業協会 邑楽大泉支部

・開 催 日 令和５年８月２７日（防災フェアに合わせて実施）

・協力団体 公益社団法人全日本不動産協会群馬県本部

・開 催 日 令和５年１１月５日（環境フェアーに合わせて実施）

・協力団体 一般社団法人群馬県宅地建物取引業協会 邑楽大泉支部

小学校区(件)
現状：ランク付け

南小

(件)
北小

(件)
西小

(件)
東小

(件)
合計

(件)
割合

(％)

Ａ：【ほぼ修繕の必要がない】

建物に目立った損傷は無く、清掃等で入

居可能と見込まれる。

11 9 12 6 38 6.9

Ｂ：【改修工事により再利用が可能】

建物に多少の損傷があるが、小規模の修

繕で入居可能と見込まれる。

41 11 33 16 101 18.2

Ｃ：【老朽化が著しい】

倒壊のおそれはないが、入居には大規模

な修繕が見込まれる。

89 175 96 52 412 74.4

Ｄ：【危険度が高く解体が必要】

建物の傾き、外壁や屋根に重度の損傷が

あり倒壊が懸念される。

0 2 1 0 3 0.5

合 計 141 197 142 74 554 100
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第２節 第１期計画の取り組みによる問題点、課題等

１ 空家等の相談件数の増加に伴う対策

第１期計画に基づき、所有者等による空家等の適正管理に向けた指導や有効活用に

向けた取り組みを推進しましたが、近隣住民からの空家等に関する相談件数は、徐々

に増えています。

また統計調査から平均世帯員数の減少が進行していることがみられ、空家等がより

発生しやすくなると懸念され、本町の空家率も全国、県と比較して高いことから今ま

で以上に相談体制を充実させるとともに、管理不全の空家等の所有者に対して、迅速、

適切に指導等を行っていく必要があります。

２ 実態に即した空家等の対策

空家等の実態調査の結果では、「ほぼ修繕の必要がない」Aランクが 6.9％、「改修
工事により再利用が可能」である Bランクが 18.2％、「老朽化が著しい」Cランクが
74.4％、「危険度が高く解体が必要」である Dランクが 0.5％となっており、全体の
4分の 3は活用に支障がある空家等となっています。

Cランクの空家等については、今後、Dランクへ移行することが予想されますので、
これまで以上に適正管理を所有者等に求めていくとともに、Dランクの空家等につい
ては、継続して注視し、除却等の適正な措置を行う必要があります。

また、Aランクの空家等については、積極的に有効活用ができるため、所有者等へ
流通を促進させていく必要があります。

３ 地域との協働による空家等の対策

適正な管理が行われていない空家等の所有者や管理者に対しては、適正な管理を求

めていますが、問題意識が希薄な所有者等も見受けられることから専門団体と連携を

図り、空家相談会を開催するとともに、町の支援事業などを所有者等へ情報提供し、

意識涵養を推進してきました。
かんよう

今後も引き続き、専門団体や自治会と連携を図ることにより、空家等の適切な管理

及び有効活用の取り組みを検討します。


